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本ガイドの目的 

Arcserve® UDP 9000 v2 シリーズ アプライアンス（以下、Arcserve UDP アプライアンス）は、イメ

ージ バックアップ ソフトウェア Arcserve Unified Data Protection のコンポーネントがプリインストール

されたバックアップ サーバ アプライアンスです。 

 

バックアップを継続的に実施するため、Arcserve UDP アプライアンス自体に障害が起きた場合には速や

かに検知して対応する必要があります。本ガイドでは、Arcserve UDP アプライアンス のハードウェア障害

を電子メールで通知するための設定方法を説明します。 
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1. 電源、冷却ファン、温度等の異常通知 

 

Arcserve UDP アプライアンスは、システム ボードの管理を行うために OS とは独立してハードウェア

障害を監視する管理用コントローラ Baseboard Management Controller（以下 BMC）を搭載していま

す。本章では BMC を使って電源や冷却ファン、温度等の異常をメール通知する設定の方法を説明します。 

 

1.1 BMC ネットワーク設定 

BMC は Arcserve UDP アプライアンス 背面の IPMI 専用ポート（IPMI Dedicated LAN）に接続するこ

とで使用できます。IPMI 専用ポートの IP アドレスはデフォルトでは  「192.168.1.2/24」 に設定されて

います。以下、BIOS セットアップ画面で IPMI のネットワーク設定を変更する方法を説明します。デフォ

ルトの IP アドレスをそのまま使用する場合は、このページを飛ばして「1.2 BMC の操作」をご覧くださ

い。 

 

(1) BIOS 画面 

Arcserve UDP アプライアンスに電源を入れ、arcserve のロゴが表示される画面でキーボードの 

[Delete] キーを押下し、BIOS 設定画面に移動します。 
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(2) BMC のネットワーク設定 

BIOS 設定画面が表示されたら、[BMC] タブ内の [BMC Network Configuration] を開きます。 

 

 

(3) BMC のネットワーク設定 

[Update IPMI LAN Configuration] を「Yes」 に変更したのち、IPMI ポートの IP アドレスやサブネッ

ト マスク、ゲートウェイの IP アドレスを設定します。 

 
 

(4) 設定の保存と再起動 

[Save & Exit] タブに移動し、[Save Changes and Reset] を選択します。画面中央にダイアログが表示

され、[Yes]を選択すると設定が保存されて Arcserve UDP アプライアンスが再起動します。 
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1.2 BMC の操作（初めてのログインと言語設定、パスワードの変更） 

(1) ログイン 

IPMI 専用ポートと通信できる端末の Web ブラウザから、「1.1 BMC ネットワーク設定」 で設定した

IP アドレス ” http://XXX.XXX.XXX.XXX/” にアクセスすると以下のログイン画面が表示されます。 

[Username] と [Password] に認証情報を入力して [Login] ボタンをクリックします。なお、Arcserve 

UDP 9000 v2 シリーズでのデフォルトのユーザ名/パスワードはそれぞれ 「ADMIN/ArcADMIN1」（大文

字/小文字を区別します） です。 

 
 

(2) 言語の指定 

デフォルトの言語は英語に設定されています。画面右側の [Language] タブを開きます。 

 

http://xxx.xxx.xxx.xxx/


Rev:1.0 

 

 

  ハードウェア エラーのメール通知設定 / 5 

 

Arcserve UDP 9000 v2 シリーズ 

 

ダイアログ ボックスが表示されるので、「日本語」を選択します。 

 
 

(3) 管理者パスワードの変更 

はじめて BMC にログインする場合は、必ず管理者ユーザのパスワードを変更してください。画面左側の

メニューから [設定] - [アカウントサービス] を開きます。 

 

ユーザリストから 「ADMIN」 の編集ボタンをクリックします。 
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(4) 管理者パスワードの変更 

[パスワード変更] チェック ボックスにチェックを入れ、新しいパスワードを [パスワード] および [パス

ワードの確認] に入力したら、[保存] ボタンをクリックします。パスワードの変更が反映されます。 
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1.3 BMC のメール通知設定 

(1) [SMTP] の設定 

SMTP サーバ（メール サーバ）の設定を行います。メニューから [設定] – [通知] - [SMTP 設定] を開き

ます。 

[サーバーアドレス] に SMTP サーバの IP アドレスを、[SMTP ポート番号] にポート番号を、[差出人の

アドレス] に通知メールの送信元になるメール アドレスをそれぞれ入力します。また、必要に応じて [接続

プロトコル] や [認証] 方式を選択し、認証に使用する [ユーザ名] と [パスワード] を入力します。[保存] 

ボタンをクリックし、設定を保存します。 

 

 

(2) [アラート] の設定 

次にアラートの設定を行います。メニューから [設定] - [通知] – [アラート] を開きます。 

アラート リストから、エントリ（行）を選択し、編集ボタンをクリックします。 
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(3) [アラート] の設定 

アラート関連の各設定値を選択および入力します。 

まず、[有効化] を 「ON」に変更します。 

[プロトコル] は「SMTP」を選択してください。 

[重大度] は軽微なものから順に「情報」、「警告」、「重要」があります。たとえば、「情報」 を選択

すると情報 レベル以上のイベントを通知します。 

[メールアドレス] に通知メールの送信先になるメール アドレスを入力します。 

[主題] および [メッセージ] は、ASCII コード（英字）でメール件名と本文を設定できます。 

[保存] をクリックし、設定を保存します。 

 

 

(4) テストアラートの送信 

[テスト アラートの送信] をクリックし、メールが送信されることを確認します。 
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以下、テスト メールのサンプルです。 

 

  



Rev:1.0 

 

 

  ハードウェア エラーのメール通知設定 / 10 

 

Arcserve UDP 9000 v2 シリーズ 

2. HDD、RAID の障害通知 

 

Arcserve UDP アプライアンスでは RAID の管理ツールである LSI Storage Authority（以下 LSA）を利

用して、HDD や RAID の状態を監視できます。この章では Arcserve UDP アプライアンスにプリインスト

ールされた LSA を使用し、SMTP でメール通知を行う設定の手順を説明します。 

 

2.1 LSA の起動とメール通知設定 

(1) LSA の起動 

Arcserve UDP アプライアンスの Windows の [スタート] メニューから、[LSA] – [Launch LSA] をク

リックします。 
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(2) サインイン 

[Username] に Arcserve UDP アプライアンスにログインするための管理者権限を持つユーザ、

[Password] にそのユーザのパスワード入力し、[Sign In] ボタンをクリックします。 

 
 

(3) 設定画面の表示 

画面右上のユーザ名をクリックすると表示されるメニューから [Settings] をクリックします。 

 

 

通知の設定画面が表示されます。 
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(4) アラートの設定 

[Alert Delivery] タブで重大度 (severity level) に応じた通知の設定を行ないます。重大度は高いものか

ら順に「Fault/Dead」、「Fatal」、「Critical」、「Needs Attention」、「Information」 の 5 種類があ

ります。デフォルトでは、メールの通知は 「Fault/Dead」および「Fatal」 レベルでのみ送信される設定

になっています。必要に応じて、通知を有効にしたい重大度の [Email] チェック ボックスにチェックを入

れます。 
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(5) メール サーバの設定 

次に、[Mail Server] タブをクリックします。[Sender Email Address] に差出人のメール アドレス、

[Protocol] に メール通知に使用するプロトコルを、[SMTP Server] にメール サーバの IP アドレスを、

[Port] に受信ポート番号を入力します。メール サーバで SMTP 認証が有効な場合は [This server requires 

authentication] チェック ボックスにチェックを入れ、[User Name] および [Password] に認証のための

ユーザ名/パスワードを入力します。 

[Add Email Recipient Address] には通知メールの送信先のメール アドレスを入力し、[Add] ボタンを

クリックします。 
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あらかじめ用意されている「root@localhost」 は削除して下さい。メール アドレス左側のチェックボッ

クスにチェックを入れて [Remove] ボタンをクリックします。 

 

 

[Test Configuration] ボタンをクリックするとテスト メールを送信できます。 

 

 

以下のようなテスト メールが送信されます。 

 

 

正しくメールが送信できることを確認したら、画面右側の [Save Settings] をクリックして設定を保存し

ます。 
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3. BMC および LSA の監視項目 

BMC および LSA ではそれぞれ以下の項目を監視します。 

3.1 BMC の監視項目 

(1) 温度 (2) CPU、メモリ、マザーボード、周辺装置等の温度を監視します。 

(3) 電圧 (4) CPU、12V、5VCC等の電圧を監視します。 

(5) 冷却ファン (6) 内部冷却ファンの回転数を監視します。 

(7) カバー開閉 (8) 本体天板が解放されていないか監視します。 

(9) 電源 電源ユニットの状態を監視します。 

 

3.2 LSA の監視項目 

(1) HDD 

(2) それぞれの状態に異常がないか監視します。 (3) RAID コントローラ 

(4) RAID状態 

 

 


